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■進化・持続・増殖の鍵は、「経営満足」と「顧客満足」の両立！

顧客満足経営満足

「経営満足」と「顧客満足」の両立へのススメ
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仕事や製品の「仕組み」を進化・持続・増殖させる

いま

あした

システム全体
（仕事や製品）

守ること 変えること

・効果的
・合理的
・汎用的

・非効果的
・非合理的
・非汎用的

改善
（継承）

戦略的革新
（集中選択）

強み 弱み/さらなる強み

累積資産（コア） 儲けながら変える
開発投資・設備投資

■仕事や製品群の「全体」を俯瞰し、部分の「つながりを機能化」する
■「つながりの機能化」とは、「使われ方に対する特性の工夫（効果）」である
■仕事が機能化されると、「手段が変化しても、関係性（効用）は変わらない」

全体最適

どこをどう変えるか＝サブシステム（機能）の選択
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今日の業績

明日の準備

■理想は、今日の業績に力を入れ、しごとを変え続けていたら、強くなっていた。

改善 革新 「ありたい姿」へ向けて
変化し続ける

道具：品質工学発想
ＴＱＣ、ＴＰＭ，ＴＩＥ発想

道具：仕事デザイン
条件：戻せること、変える速さ
ベンチマーク：今日の自社

風穴→ヨコ展開

ボトムアップ
全員参画 ミドルアップ

トップダウン

１００の努力 ５の努力
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変化のススメ・・・「今日の業績」と「明日の業績」の両立
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「顧客満足」を生み出す企画・開発

■提案力が、客の期待を引き出す
■提案力・製品力は、客が欲しい特性でデータを示すこと
■顧客満足とは、今の満足と進化への期待

製品の機能客の使用条件 客が欲しい特性（効果）

次なる思い（期待） 利便（顧客満足）

特性創出力
特性評価力
＝提案力

開発は、
客の使用条件と欲しい特性で、
客の開発・生産などにつながっている。

顧客の進化への貢献
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「経営満足」を生み出す企画・開発

■群企画に基づく汎用開発力
■技術ストックが機能展開され、編集されている（技術プラットフォーム化）
■開発が生産につながる仕事プロセス・デザイン（生設一体・新製品が垂直に立ち上がる）

客の使用条件 客が欲しい特性（効果）

製品群企画＋汎用開発

経営の進化（満足）

顧客の進化への貢献
客の次なる思い 顧客満足

蓄積技術の
機能的編集

開発が生産につながる 生設一体・垂直立ち上げ

生産

当社の次なる思い

強み・進化・独自性自社らしさ
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・製品群企画／汎用開発
・生設一体・統合開発
・ライフサイクルマネジメント
・マーケットインのコトづくり
・顧客提案型の開発
＝独創性の追求
・

・製品の個別最適
・プッシュ型開発
・製品ライフの短サイクル化
・プロダクトアウトのモノづくり
・横並びの開発
＝競争型の開発
・
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企画・開発のギアチェンジ
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●開発革新・製品の味付け

●プロセス改善・革新
生設一体・技術伝承

・・・・・・・・・・ 機能発想（品質工学）を使う

・・・・・・・・・・ システム発想を使う●仕事の全体最適

・・・・・・・・・・・ ＩＥ的発想（Trinity Engineering）を使う

・・・・・ チーム力（ヨコ型マネジメント）を使う

これからこれまで

ギアチェンジ

⇒本研究会は、よい発想と道具を課題に合わせて使いこなす実践をする場！
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どこを守り、どこを変えるか！・・・システム発想を使う
機能展開により、システム機能のつながり・汎用性を検証

■機能は汎用（手段は自由、働きなので、必ず入出力を定義できる）
■製品もプロセスも機能で表現できる
■重点となる機能（変えるところ）を選択する・・・切り方がミソ
■変えないところは、汎用・再利用する

表示・出力

検出部

増幅回路

認識

Ａ
セ
ン
サ
ー

防湿構造

電源

分類的系統図 機能的系統図

光源

ワーク

受光 認識Ａセ
ンサ
ー

防湿構造 電源

ドライバ

判別

出力

制
御

光源

ワーク

受光 認識Ａセ
ンサ
ー

防湿構造 電源

ドライバ

判別

出力

制
御

機能の入出力連結

変換

変調

比較

出力

入力 出力

入力 出力

入力 出力

入力 出力

重点開発する
システム選択

表示・出力

検出部

増幅回路

認識

Ａ
セ
ン
サ
ー

防湿構造

電源

分類的系統図 機能的系統図

光源

ワーク

受光 認識Ａセ
ンサ
ー

防湿構造 電源

ドライバ

判別

出力

制
御

光源

ワーク

受光 認識Ａセ
ンサ
ー

防湿構造 電源

ドライバ

判別

出力

制
御

機能の入出力連結

変換

変調

比較

出力

入力 出力

入力 出力

入力 出力

入力 出力

重点開発する
システム選択
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群企画

ブロック図（形で見える） 機能図（形で見えない）システムフロー図
信号の流れを示す 入力と出力の関係（働き）を示す

製品の定義
（プロセスも可能）
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どのように変えるか！・・・品質工学的に機能発想を使う
先行性・汎用性・安定性を作り込む Research Design Institute

Trinity Engineering
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機能

入力 出力（理想特性）

ｙＭ
ｙ＝βＭ

Input Output

Step1   機能を言葉（ＳＶＯＣ）で定義する
Step2 目的機能の場合、inputは使用条件にする
Step3   y とＭの関数関係を理想状態になるよう工夫する
Step4   yを合理的、できれば独創的な特性値とする
Step5  特性値を計測可能にする

システムは、○○を ××に □□変換する

Ｍ

ｙ

○○に応じて××を出力する

制御因子

雑音因子

入力‐出力の関係を雑音に強くする

汎用性

先行性

安定性

利用条件

技術仮説

どのように変えるか

理想特性（良さを追求）

■基礎研究・・・基本機能で研究
■応用研究・・・目的機能で研究



理論
•全ての技術システムは、「３Ｍの組み合わせ」である・・・３Ｍの連立方程式を解く要領で使う
•研究を生産へ円滑につなぐ／生設一体のために、３Mを調和的に進化させる

一般法則 Material>Manner>Machineの順に効果・副作用が大きい

応用・・・どのような手順で変えるか！
• ３つのＭの調和的進化・・・研究・設計はMaterialとManner, 生産はＭｃｈｉｎｅを重視
•効果的・経済的改善は、Manのばらつき排除→Machine(工程改善）→ Manner・Materialの順
• 効果定量は、3元連立方程式の２変数を固定し、１変数を変化させる（変更は１変数／都度のみ）

10

10

材料パラメータ

装置パラメータ 設計パラメータ

Ｍａｔｅｒｉａｌ

Ｍａｃｈｉｎｅ Ｍａｎｎｅｒ

材料パラメータ

装置パラメータ 設計パラメータ

Ｍａｔｅｒｉａｌ

Ｍａｃｈｉｎｅ Ｍａｎｎｅｒ

Trinity Engineering（考え方）＋品質工学（やり方）で解決

独創研究には、オリジナルの特性で！
・・・Measurementの開発が重要！
・・・チーム発想で、組織パワー発揮！

ノイズ

材料 設計 装置

特性

＝

視点の偏りをなくす強制発想に使う

Measurement

Research Design Institute
Trinity Engineeringどのような手順で変えるか！・・・Trinity Engineering を使う

技術のつなぎ目を円滑にする“材料‐設計‐装置の調和”

ＩＥ（経験学）・Trinity Engineering（技能の技術化）・品質工学（機能特性）を使う
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３Ｍを軸にした特性要因図（強制発想）

■技術仮説の発想に、偏り・漏れを防ぐため、好きな多面的な枠組み（ここでは３Ｍ）で要因を書き出す
■機能ツリーと併用すると「システム選択」が適切になる
■生産インフラは極力活用する（垂直立ち上げのためには、既知の工程条件を利用する）

パラメータ設計の仮説立てのための
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劣化・変動を想定する

入力を出力に変える因子・水準
雑音の影響を受けない因子・水準の組み合わせを仮説

Trinity Engineeringの考え方

品質工学の考え方
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組織型開発のススメ（マネジメント学）
・・・一人で動くとき、力を借りるときのリード

状況を捉える
対象を捉える

自分なりに
やりとげる

考え抜くときに
発見しそうなときに
力を合わす

調査
企画
提案

レビュウ（岡目八目）

仕事の下調べ 仕事の行動

気づき
発見

Ｘ道具をあてにする○道具をあてにする
○蓄積を活用する

「一人でやるとき、チーム力を使うとき、のメリハリをつける」のが組織型開発
聞きながら、質問・意見を書き、プレゼン後に一斉に出し合う会議

○知恵を出すとき、意志を結集するとき、
チーム力をあてにする

リードのタイミングが重要！

報・連・相（紙で）どうなっているか？

個×Ｎ 個

全
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